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２ 次回の病床機能報告内容（予定） 

病床機能 基準日(2025.7.1)の病床数 
基準日後の病床数 

（今後の予定） 

高度急性

期 
  

急性期   

回復期 ３１床 ５０床 

慢性期 ３５床  

休床等   

合計 ６６床 ５０床 

※申出書の作成時点において、次回の病床機能報告での報告予定を記入してく

ださい 

 

上記の基準日後病床機能が基準日病床機能と異なる場合は、その理由を記入してく

ださい。ただし、「１ 直近の病床機能報告内容」の基準日後病床機能が基準日病床機

能と異なる理由と同様の場合は、「１と同様」で構いません。 

【基準日後病床機能が基準日病床機能と異なる理由】 

主に診療を担う天草・河浦地域の人口減少を主要因に、入院延患者数は減少

傾向にある。また、介護施設等への入所や、訪問診療、訪問看護などを利用し

た在宅医療を希望される傾向にシフトしていることが、特に慢性期の入院患者

の減少につながっている。今後もこの流れは継続するものと考えられることか

ら、入院早期から適切なリハビリテーションを実施するなど、在宅復帰に向け

た支援体制に重点を置いた病床機能に見直すこととして、慢性期を廃止し、回

復期を５０床とする。 

 

 

 

３ 休床等を再稼働する場合は、次の点も記入してください。 

１ 休床等の期間   年  月 ～   年  月 

２ 休床等の理由  

３ 再稼働の予定年月日  

４ 再稼働する理由  

５ 医療従事者の確保に

関する計画等 

 



 

医療法（昭和２３年７月３０日法律第２０５号）抜粋 

法第３０条の１５ 都道府県知事は、第３０条の１３第１項の規定による報告に係る基準日病床機能と

基準日後病床機能とが異なる場合その他の厚生労働省令で定める場合において、当該報告をした病床

機能報告対象病院等（以下この条及び次条において「報告病院等」という。）の所在地を含む構想区

域における病床機能報告対象病院等の病床の当該報告に係る基準日後病床機能に係る病床の機能区

分に応じた数が、医療計画において定める当該構想区域における当該報告に係る基準日後病床機能に

係る病床の機能区分に応じた将来の病床数の必要量に既に達しているときは、報告病院等の開設者又

は管理者に対し、当該報告に係る基準日病床機能と基準日後病床機能とが異なる理由その他の厚生労

働省令で定める事項（以下この条において「理由等」という。）を記載した書面の提出を求めること

ができる。 

２ 都道府県知事は、前項の書面に記載された理由等が十分でないと認めるときは、当該報告病院等の

開設者又は管理者に対し、協議の場における協議に参加するよう求めることができる。 

 

 

平成３０年２月７日付け厚生労働省医政局地域医療計画課長通知抜粋 

イ．病床が全て稼働していない病棟を有する医療機関への対応 

（ア）全ての医療機関に関すること 

都道府県は、病床機能報告の結果等から、病床が全て稼働していない病棟（過去１年間に一度

も入院患者を収容しなかった病床のみで構成される病棟をいう。以下同じ。）を有する医療機関を

把握した場合には、速やかに、当該医療機関に対し、地域医療構想調整会議へ出席し、①病棟を稼

働していない理由、②当該病棟の今後の運用見通しに関する計画について説明するよう求めるこ

と。～省略～。 

（イ）留意事項 

都道府県は、病床がすべて稼働していない病棟を再稼働しようとする医療機関の計画を把握し

た場合には、当該医療機関の医療従事者の確保に係る方針、構想区域の他の医療機関の診療実績

や将来の医療需要の動向等を踏まえ、現在稼働している病棟の稼働率を上げたとしてもなお追加

的な病棟の再稼働の必要性があるか否かについて地域医療構想調整会議において十分に議論する

こと。特に、再稼働した場合に担う予定の病床機能が、構想区域において過剰な病床機能である

場合には、過剰な病床機能へ転換するケースと同様とみなし、より慎重に議論を進めること。 

 

ウ．新たな医療機関の開設や増床の許可申請への対応 

（ア）全ての医療機関に関すること 

都道府県は、新たに病床を整備する予定の医療機関を把握した場合には、当該医療機関に対し、

開設等の許可を待たずに、地域医療構想調整会議へ出席し、①新たに整備される病床の整備計画

と将来の病床数の必要量との関係性、②新たに整備される病床が担う予定の病床の機能と当該構

想区域の病床の機能区分ごとの将来の病床数の必要量との関係性、③当該医療機能を担う上での、

雇用計画や設備整備計画の妥当性等について説明するよう求めること。なお、開設者を変更する

医療機関（個人間の継承を含む）を把握した場合にも、当該医療機関に対し、地域医療構想調整会

議へ出席し、当該構想区域において今後担う役割や機能について説明するよう求めること。 

～省略～ 
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病床機能報告に関する申出書 

 

 

令和 7年 2月 20日  

 熊本県知事  木村 敬 様 

 

所  在  地  宇城市三角町波多 775-1                   
 

医療機関名  済生会みすみ病院                   
 

代表者職氏名  院長 吉岡 正一                   
 

許可病床数 一般病床 120(床)  療養病床   (床) 

 

当院は、下記のとおり病床機能を予定しているので、申出を行います。 

 

１ 直近の病床機能報告内容 

病床機能 基準日(2024.7.1)の病床数 基準日後(2025.7.1)の病床数 

高度急性

期 
  

急性期 
40 

（一般 27、地ケア 13） 

40 

（一般 27、地ケア 13） 

回復期 
80 

（回復 40、地ケア 40） 

72 

（回復 40、地ケア 32） 

慢性期   

休床等   

合計 120 112 

※本申出書の作成時点において、直近の年度における病床機能報告で報告した

ものを記入してください 

 

上記の基準日後病床機能が基準日病床機能と異なる場合は、その理由を記入してく

ださい。 

【基準日後病床機能が基準日病床機能と異なる理由】 

①地域の人口減少に伴う、患者数の減少（病床利用率の減少） 

 2020 年度以降は、入院患者数 112 床を上回る月はほとんどなく、今後も安定的に確

保はすることは難しいと判断した。 

②当院の人員体制（看護師等）の状況 

 職員の退職や時短勤務者・産育休者の増加に伴い、夜勤勤務可能者が減少し、病床運

営が厳しいことから現在運用病床を 112床で行っている。また、今後も採用活動によ

るも職員確保も厳しい状況から更なる運用病床拡大は難しいと判断した。 
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２ 次回の病床機能報告内容（予定） 

病床機能 基準日(2025.7.1)の病床数 基準日後(2026.7.1)の病床数 

高度急性

期 
  

急性期 
40 

（一般 27、地ケア 13） 

40 

（一般 27、地ケア 13） 

回復期 
72 

（回復 40、地ケア 32） 

72 

（回復 40、地ケア 32） 

慢性期   

休床等   

合計 112 112 

※申出書の作成時点において、次回の病床機能報告での報告予定を記入してく

ださい 

 

上記の基準日後病床機能が基準日病床機能と異なる場合は、その理由を記入してく

ださい。ただし、「１ 直近の病床機能報告内容」の基準日後病床機能が基準日病床機

能と異なる理由と同様の場合は、「１と同様」で構いません。 

【基準日後病床機能が基準日病床機能と異なる理由】 

 

 

３ 休床等を再稼働する場合は、次の点も記入してください。 

１ 休床等の期間   年  月 ～   年  月 

２ 休床等の理由  

３ 再稼働の予定年月日  

４ 再稼働する理由  

５ 医療従事者の確保に

関する計画等 

 

 



 

医療法（昭和２３年７月３０日法律第２０５号）抜粋 

法第３０条の１５ 都道府県知事は、第３０条の１３第１項の規定による報告に係る基準日病床機能と

基準日後病床機能とが異なる場合その他の厚生労働省令で定める場合において、当該報告をした病床

機能報告対象病院等（以下この条及び次条において「報告病院等」という。）の所在地を含む構想区

域における病床機能報告対象病院等の病床の当該報告に係る基準日後病床機能に係る病床の機能区

分に応じた数が、医療計画において定める当該構想区域における当該報告に係る基準日後病床機能に

係る病床の機能区分に応じた将来の病床数の必要量に既に達しているときは、報告病院等の開設者又

は管理者に対し、当該報告に係る基準日病床機能と基準日後病床機能とが異なる理由その他の厚生労

働省令で定める事項（以下この条において「理由等」という。）を記載した書面の提出を求めること

ができる。 

２ 都道府県知事は、前項の書面に記載された理由等が十分でないと認めるときは、当該報告病院等の

開設者又は管理者に対し、協議の場における協議に参加するよう求めることができる。 

 

 

平成３０年２月７日付け厚生労働省医政局地域医療計画課長通知抜粋 

イ．病床が全て稼働していない病棟を有する医療機関への対応 

（ア）全ての医療機関に関すること 

都道府県は、病床機能報告の結果等から、病床が全て稼働していない病棟（過去１年間に一度

も入院患者を収容しなかった病床のみで構成される病棟をいう。以下同じ。）を有する医療機関を

把握した場合には、速やかに、当該医療機関に対し、地域医療構想調整会議へ出席し、①病棟を稼

働していない理由、②当該病棟の今後の運用見通しに関する計画について説明するよう求めるこ

と。～省略～。 

（イ）留意事項 

都道府県は、病床がすべて稼働していない病棟を再稼働しようとする医療機関の計画を把握し

た場合には、当該医療機関の医療従事者の確保に係る方針、構想区域の他の医療機関の診療実績

や将来の医療需要の動向等を踏まえ、現在稼働している病棟の稼働率を上げたとしてもなお追加

的な病棟の再稼働の必要性があるか否かについて地域医療構想調整会議において十分に議論する

こと。特に、再稼働した場合に担う予定の病床機能が、構想区域において過剰な病床機能である

場合には、過剰な病床機能へ転換するケースと同様とみなし、より慎重に議論を進めること。 

 

ウ．新たな医療機関の開設や増床の許可申請への対応 

（ア）全ての医療機関に関すること 

都道府県は、新たに病床を整備する予定の医療機関を把握した場合には、当該医療機関に対し、

開設等の許可を待たずに、地域医療構想調整会議へ出席し、①新たに整備される病床の整備計画

と将来の病床数の必要量との関係性、②新たに整備される病床が担う予定の病床の機能と当該構

想区域の病床の機能区分ごとの将来の病床数の必要量との関係性、③当該医療機能を担う上での、

雇用計画や設備整備計画の妥当性等について説明するよう求めること。なお、開設者を変更する

医療機関（個人間の継承を含む）を把握した場合にも、当該医療機関に対し、地域医療構想調整会

議へ出席し、当該構想区域において今後担う役割や機能について説明するよう求めること。 

～省略～ 







令和７年３月吉日 
 
各医療機関長様 
 

一般社団法人 天草郡市医師会立 
天草地域医療センター 

院 長 吉仲 一郎 
 

天草地域医療センター病床削減に伴うご協力のお願い 
 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素より当院の運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、当院で は、医療提供体制 の見直しと看護体 制の適正化を目的 として、 
令和 7 年 4 月 1 日より病棟の再編を実施することとなりました。 

この度、４階北病棟（地域包括ケア病棟・30 床）を廃止し、４階南病棟（一般病棟・
47 床）と統合のうえ４階病棟（一般病棟・60 床）として運用致します。これにより、病
床数が減少（17 床減）するため、入院患者の受け入れ態勢に影響が生じる可能性がござ
います。 

つきましては、貴院におかれましても、以下の点についてご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。 
【ご協力のお願い】 
１．転院調整へご協力 

・病床の逼迫が想定されるため、当院からの転院調整の依頼にご協力をお願い申し
上げます。 

    ・特に、急性期治療を終えた患者様の回復期・慢性期病棟への円滑な転院受け入れ
にご協力いただけますと幸甚です。 

・必要に応じて、転院支援のための情報提供や連携強化を進めてまいります。 
２．入院適応の調整 

・入院適応となる患者様について、病状に応じて地域の他の医療機関での対応が可
能かご検討をお願いいたします。 

・救急搬送時の受け入れ調整についても、可能な範囲でご協力をお願い申し上げま
す。 

３．情報共有・連携の強化 
・今後の病棟運営状況や受け入れ制限等については、定期的に情報共有させていた

だきます。 
・連携会議や協議の場を設け、スムーズな医療提供体制の確立を目指してまいりま

す。 
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関係各位の皆様にはご負担をおかけすることとなり誠に恐縮ではございますが、地域医
療を持続可能なものとするため、皆様のご協力が不可欠でございます。 

何卒ご理解賜りますようお願い申し上げるとともに、弓は続き円滑な医療連携のため、 
ご指導ご鞭捷のほどよろしくお願い申し上げます。 
本件に関するお間い合わせは、以下の窓口までご連絡ください。 

敬具 
 

【お間い合わせ先】 
天草地域医療センター内 地域医療連携センター 
TEL:0969-24-4125 (平日 9:00~17:00) 
FAX: 0969-23-4086 
担当：金田 義延（地域医療連携室・室長） 






















































































